
若手担い手女性の経営参画支援 

西部農業改良普及所大山普及支所 

〈活動事例の要旨〉 

１ 普及活動の課題・目標 
香取地区では畜産農家が減少する中（現在、酪農家９戸１法人、肉用牛農家２

戸）、入植して３代目にあたる世代が後継者として就農している農家が７戸ある。

経営を次世代に引き継ぐため、若い世代の経営管理能力の向上を目指して平成２

７年度より３戸で簿記勉強会を開始した。 

平成２８年度には県の事業を活用して、女性を中心としたグループを結成した

（現在会員は６戸、１２名）。グループは簿記の勉強会や同業者、異業種への視

察研修を実施する中で、経営改善の一つの手法である３Ｓ（整理、整頓、清掃）

に関心を持ち、３Ｓの実践に向けて動き出した。 

女性主導で進める簿記記帳と３Ｓ活動による経営改善の実践を通じ、女性の経

営参画とスムーズな経営移譲をすすめることを目標として活動を進めた。 

 

２ 普及活動の内容 
（１）３Ｓ活動の実践支援 

ア ３Ｓに関する基礎知識の習得のため、外部 

の専門講師による勉強会および３Ｓ実施企業 

への視察研修を行った。 

イ 取り組みに対する意識づけを目的として、 

各農場の改善箇所のマップ作りと改善目標の 

樹立について支援した。 

ウ １Ｓ（整理）の実践と効果確認のため、 

１Ｓの活動報告会の開催支援を行った。また、 

実施して良かったことをまとめた資料および各戸での１Ｓ結果を掲示し、情報

共有を図った。 

エ ２Ｓ（整頓）の実践として、整頓用グッズの作成について支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ３Ｓ勉強会の様子 

年間 16時間 

作業時間が

短縮 

写真２ 改善事例（改善前） 写真３ 改善事例（改善後） 



写真６ ３Ｓ活動報告会での受賞 写真５ 活動報告会での様子 

（２）経営能力向上支援 

ア 簿記記帳の勉強会の開催 

（３）経営移譲に向けて、家族内での役割分担の明確化 

ア 家族経営協定の締結支援、締結内容の見直し支援 

イ 経営移譲に向けた検討会の開催 

 

３ 具体的な成果 
（１） 会員１０戸のうち３戸で若い世代（女性）が簿記記帳を主となり実施するよう 

になった。また、３Ｓ活動の実践を女性が主導して行ったことにより、若手女性

の家族内での役割の重要性が高まっている。 

（２）家族経営協定の締結（１戸）、見直し（１戸）ができた。 

（３）経営移譲に向けて、前向きな検討が始まった（２戸）。 

（４）３Ｓ活動の講師を依頼した企業の「３Ｓ活動報告会」において活動を報告し、 

第３位（社外参加団体の部）に入賞した。 

（５）県内女性グループや他地区酪農女性部との交流会などを通じて、他地区でも 

３Ｓ活動を実施するグループができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の普及活動に向けて 
女性を中心に取り組みが進んだ活動であり、その中で経営移譲への検討や経営

管理能力の向上等の結果が得られた。これらの活動を通して、グループのメンバ

ーは経営者としての考え方や目標の持ち方、今後の活動の在り方等を考えること

ができた。また、３Ｓ活動の実践を通じて各戸の牛舎環境の改善が進み、取り組

んだメンバーの感想がよりわかりやすい情報となり、交流会などを通じて地域内

外で他の作目でも広がりを見せている。３Ｓ活動は作目に関係なく取り組めるの

で、他組織へもＰＲしていきたい。 

今後の課題として、スムーズな経営移譲、３Ｓ活動をはじめとする種々の活動

の継続といった点が挙げられるが、普及所がけん引するのではなく、農業者が主

体的に考え、視察や研修を実施していく支援を続けていきたい。 

（執筆者：中川 翠） 

写真４ 協定の締結式の様子 


